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「「窓窓」」かからら見見たた世世界界  
 

高高成成田田  享享  

2008 年 1 月 

 

「この記事の裏には、どんなことがあるのか」。新聞記者はよく聞かれる質問ですが、実は

こんな裏がありまして、とは言えないものがほとんどだと思います。とはいえ、コラムなどは、

「裏」を語っても、さしつかえのないことが多いように思います。そこで、論説委員を「卒業」し

て、東北の小都市で「地方記者」になったのを機に、論説時代に書いた「窓」という夕刊のコ

ラムの一部について、記事を参考資料に使いながら、記事の背景などを語ってみたいと思

います。 

 

ということで、あらためて、私の「窓」を２年ほどさかのぼって読み直してみると、凡庸な文章

ですが、地域とか個人とかの視点を大事にしながら、世の中を見ようという気持ちが出ている

ように思いました。そういう意味では、いまの「地方記者」の仕事は「社説」というよりも、「窓」

の延長線上にあるようにも思います。 

 

コラムは、日々のニュースから距離を置いたものが多いので、「賞味期限」がまだあるもの

もあると思います。題名と背景説明を見て、ご興味をもたれたものがあれば、お読みいただ

ければ幸いです。 

 

● 「新約聖書」を全訳する（２００８年１月５日） 

・個人で新約を訳そうという大仕事に取り組んでいる田川建三さんの話。学生時代から

お目にかかりたいと願っていた思想家で、９・１１とヨハネの黙示録というテーマで５年

前にお話をうかがった。西宮駅近くの喫茶店で、時のたつのも忘れて聞いた話のさわ

りの部分です。 

● なきゃわきゃまーじん（０７年１１月２８日） 

・奄美大島で開かれた琉球の自治を考えるシンポへの参加記。議論も楽しかったけ

れど、バブルの波にさらされずにいた奄美の美しさに感動しました。あれから、焼酎は

「黒糖」にしています。 

● 沖縄の紅茶物語（０７年１１月１５日） 

・沖縄の友人から送ってもらった「琉球紅茶」がおいしかったので、現地視察。沖縄の
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風土とすぐれたブレンダーとのミックスが味覚の秘密でした。ビジネスとしての成功を

期待したいと思います。 

● 榎本武揚と国益（０７年１０月３１日） 

・ひょんなことで知り合いになった榎本武揚のひ孫隆光さんが主催する「武揚１００回

忌」の出席記。０８年は没後１００年ということで、いろいろな行事が企画されている。武

揚再評価の本の出版計画もあり、私も参画しています。 

● 台湾の受難（０７年８月２４日） 

・夏休みで行った台湾旅行の土産話。 

● トウモロコシ天狗（０７年７月２５日） 

・館を旅行した折に訪ねた農家の東京進出記。ともかくこの農家がつくるトウモロコシは

甘い。その味覚は０６年８月１日の「トウモロコシの経済学」で紹介した。 

● 歴史の捏造（０７年７月１４日） 

・「黒いアテナ」は以前から面白い話だと思っていましたが、その訳者のひとりにたまた

ま会えたので、日本の教科書問題とからめて書いてみました。 

● 米国の対中戦略（０７年４月２７日） 

・ワシントン勤務のときに知り合った渡部恒雄さんの著書を紹介。シンクタンクのＣＳＩＳ

で鍛えた国際感覚が頼もしいと思いました。 

● ミツバチの異変（０７年３月１７日） 

・山形県の朝日連峰のふところで、蜜蝋をつくっている安藤竜二さんの話から生まれ

たニュース。蜜蝋の工房で聞くミツバチの物語はいつも示唆に富んでいます。 

● アーサー・シュレジンジャー（０７年３月３日） 

・ケネディ政権の頭脳だったシュレジンジャーの追悼記。シュレジンジャー、ブレジン

スキー、べーカー、スコウクロフト……。米大統領には名補佐官がつきものですが、ブ

ッシュ政権のライスさんはちょっと迫力不足でしたね。 

● マザーグースと政治（０７年２月２７日） 

・米映画「オール・ザ・キングスメン」を観ての感想記。アクション映画も楽しいけれど、

重厚な映画を観ると、何か書きたくなります。なかなか、そういう気にさせてくれる映画

が少ないのが残念です。 

● コンプライアンス（０７年２月９日） 

・談合問題などで、検事として、行政官として、学者として法律と現実との落差に対峙

してきた郷原信郎さんの著書を紹介。郷原さんの話はいつも示唆に富むと同時に、メ

ディアの盲点をついていて、どきっとします。 
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● 消防団ミュージカル（０７年１月５日） 

・ご存じの「劇団ふるさときゃらばん」のミュージカル観劇記。地方の視点から世の中の

おかしさを批判する。しかも、それが絶望ではなく、希望につながるところがこの劇団

の強さです。 

●アウトサイダーアート（０６年１２月１８日） 

・美術の教育を受けていない人が描いた美術。初めて聞いた名前でしたが、その日

本への定着と世界への発信を進める今中博之さんの話をうかがって、面白い分野だと

思いました。東京・電通での美術展開催に続いて、大阪で本格的なアトリエを出された

そうです。見に行きたいです。 

● 薄氷の上のダンス（０６年１２月１５日） 

・著名なエコノミスト、武者陵司さんの強気論を紹介。０７年後半からは例のサブプライ

ムローン問題で、弱気派がふえてきたようですが、武者さんは強気を貫いているようで

す。０７年には『新帝国主義論－この繁栄はいつまで続くか』も、論争的な本でした。 

● 失われる「用の美」（０６年１１月３０日） 

・ヴィトンのもの入れがいともたやすく壊れたことにがっかりして、書いてしまった。用が

美をもたらしているのは確かですが、美を重視しすぎて、用を忘れる倒錯現象がはび

こるようになると、そのブランド力も衰えます。 

● ホワイトハウスの職人（０６年１１月１３日） 

・ワシントンを取材したことのある記者としては、たまらなく面白い同名の新書の紹介。

金正日に仕えていた寿司職人の本も面白かったけれど、職人さんはいろいろな秘密

を握っているのでしょうね。 

●ソロスの言葉（０６年１１月６日） 

・投資家ソロスの迫力をかいま見るインタビューをした印象記。０８年の米大統領選で

は、ヒラリーではなくオバマを支援しているとか。現実的な投資家に理想家が同居して

いるようで、複雑な人物です。 

● 飲酒運転を抑えるには（０６年９月１９日） 

・飲酒運転を減らすためのアイデアのひとつを紹介。大手自動車メーカーからの引き

合いもあったようですが、ユーザーの便益を優先するメーカーの意欲はいまひとつの

ようです。 

● 米国でもらった食の問題（０６年９月９日） 

・食の安全については、どこの国の消費者にとっても大きな関心事でしょうが、それぞ

れの国によって、温度差があるようです。 
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● マカオ最新事情（０６年８月１１日） 

・ラスベガスを抜くギャンブル都市にのし上がろうというマカオの旅行記。カジノの様子

を見ていると、お客の中心である中国人は、家族で楽しむことよりも賭博に熱中してい

るようでした。 

● トウモロコシの経済学（０６年８月１日） 

・ハルビン産と函館産のトウモロコシ。比べるまでもないけれど、ハルビンにもそれなり

のおいしさがあると思います。 

● 「渡し」にはドラマがある（０６年７月６日） 

・音楽会の会場で偶然に見た光景から、「渡し」をめぐるドラマを知りました。記事にし

たおかげで、「渡し」をめぐる人々で会ができました。「窓」が縁なので、その名も「同窓

会」。私も入っています。 

● セレンディピティ（０６年５月２４日） 

・よしだみどりさんの翻訳した同名の本で初めてこの言葉を知りました。いまでは、新

聞を読まないという若い人には、必ずこの言葉を説明し、新聞を読むと、まさにセレン

ディピティの体験をすると言っています。 

●ＤＥＮ構想（０６年４月１４日） 

・米経済学者のプレストウィッツ氏が来日した折に、話をうかがいました。ドルと円との

「結婚」を説く同氏の話は、これからもっと現実味をおびるような気がします。 

● 相利共生（０６年４月３日） 

・日本の規制緩和は米国の差し金というのが「常識」になっていますが、ちょっと米国

を買いかぶっているような気がします。在日米国商工会議所会頭のレイクさんの努力

を見ると、その感を強めます。 

● ブッシュ大統領にまた難題（０６年２月１７日） 

・米国のチェイニー副大統領が狩猟で友人を誤射した事件について、論評しました。

「難題」だったはずで、その後、副大統領が泥酔していたことも明らかになりましたが、

副大統領にはまるでこたえなかったようです。 

● 黒字が日本経済を殺す（０６年１月１２日） 

・日本が貿易でかせいだドルを使わず貯め込んでいることが、米国を助けているだけ

でならまだしも、日本を豊かさから遠ざけている。三國陽夫さんの論理は明快で、事

実もそれを立証しているように見えます。 

● いなか暮らしのコツ（０５年１１月３０日） 

・「いなか暮らし」にあこがれて、山形県西川町で話を聞いていたら、「都会で暮らす能

力がないと、いなかでもうまく暮らせない」と言われました。自戒の言葉にしています。 
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● 「戦陣訓」の呪縛 

・米国務省ＯＢのストラウスさんが捕虜になった日本兵の話が聞きたいというので、お

手伝いをしたことがあります。その研究が本になり、日本語にも訳されました。戦陣訓

の痛々しい重みがよくわかる本です。 

 

高成田享（たかなりた・とおる） 

１９４８年岡山市生まれ。東京大学経済学部卒業。７１年に朝日新聞社に入り、山形、静岡支局を経て経済部記者。

アメリカ総局員（ワシントン）、経済部次長、論説委員などを経験。９６年から９７年までは、テレビ朝日「ニュースステ

ーション」コメンテイターも兼ねた。９８年から２００２年まではアメリカ総局長（ワシントン）。帰国後、論説委員に戻り、

米州、国際経済などを担当。０８年１月から石巻支局長。 

朝日新聞のウェブページ「アスパラクラブ」の「ブログａサロン」で、毎週「ニュースｄｒａｇ」という時事コラムを執筆して

いる。共愛学園前橋国際大学客員教授、専修大学・立教大学非常勤講師。財務省関税・外国為替等審議会委員 

主な著書に『ディズニーランドの経済学』（共著）、『ワシントン特派員の小さな冒険』、『怒りの青さまた苦さ』、『アメリ

カの風』、『アメリカ解体全書』（共著）な 
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